
コンテナ

コンテナのまちの
つくりだす主な要素

コンテナのまちでは様々な要素がまちをつくり出す。
これらは管理者によって維持・管理される。

コンテナや
仮設階段を支える
ポール

仮設階段

パラソル 机・イステント張り

植物広告

階段や通路になり
アクセスを手助けする。

シーサイドカフェで
海辺を眺めて休憩

左右にはマーケットや
教室が並ぶ。

コンテナはポール
で固定され、影を
つくり、通路やた
まり場になる。

地域の子供も
遊びに来る

観光客がマップを
みながらまちを歩く

外国人利用者・観光客のための案内所
が存在。交流の場となり拠点となる。

コンテナでつくら
れた空間は宿泊客
が自由に利用する。
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対象地は大阪ベイエリアに位置する大阪港の一角である。
物流拠点だったエリアだが、海上運搬のコンテナ化に伴
い、その拠点は埋立地や神戸港に移した。

活用されていない空間
かつて大阪港全体は物流の拠点で倉庫が多く並んでいたが、
現在は一部に商業施設や観光施設が立地する。自由に立ち
入り出来るがすべての空間が活用されているわけではない。

コンテナの発展によって失われた物流拠点の地域に、コンテナを利用して新たに観光・宿泊
の拠点となるまちの提案を行う。
広域に広がる空間でコンテナを利用し、発展させ、コンテナはまちを形成する。その時代の
需要に対応した後、まちはやがて役目を終え、しまわれる。

コンテナ化による物流拠点の移転

1970 年ごろ
対象地対象地

大阪ベイエリアは多くの観光客が集まる場
所であるが対象地施設の来場者数は減少傾
向にある。

▲来場者数の推移 ▲大阪市の宿泊者数の推移▲都道府県別 客室稼働率

大阪市の外国人宿泊客数は増加
傾向にあり、年間約 350 万人が
宿泊している。

大阪府の客室稼働率は高い水準にあり、
東京に次いで 2位である。簡易宿所につ
いては稼働率が50%を越えている。（H27）

コンテナのまちでは既存動線や駅から
の距離を踏まえた 6つのゾーニング計
画によってコンテナが配置される。一
定のルールのもと、自由にコンテナを
移動出来るゾーンも存在する。それぞ
れのゾーンで見られるアクティビティ
は日々変化する。

訪日外国人宿泊客 観光客
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中心部に引けをとらない観光地が点在
しているベイエリアだが拠点がない。

1日平均 2万人が通る動線を踏ま
え「まち」を計画する。

コンテナのまちは社会の変化に対応していくが、やがてしま
われる。大阪で形成されたコンテナのまちは「拠点を変える」
「ほかのまちで活用される」「発展する」といった様々な形で
引き継がれていく。

行政が管理者に一括でコンテナのまちの手続きや管理を委託する。
店舗出店者や広告費でまちは維持・管理される。うまれた利益は行政に還
元され、他のまちや地域活性のための費用として利用される。

海遊館
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梅田

なんば

大阪
ベイエリア

マーケットプレイス

コンセプトと提案の流れ

・建築経済性の利点（中古価格で 約 25 万円 /個 ）
・簡易なパターン配置で様々な計画が可能
・移動させることが可能で自由度が高い
・コンテナの規格が定まっており、利活用しやすい  
   （L6058mm×W2438mm×H2896mm）

観光客

外国人

広域での立地

未活用の空間
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PLAN
コンテナのまち

建築群スケール建築スケール まちスケール

上にあげる

コンテナのまちは移動できる。
大阪での需要がなくなったと
き、コンテナのまちは需要の
ある場所へまちごと移動する。

役割を終えたコンテナは売却
され、他の港やまちなかで中
古コンテナとして利用される。
売却で得た資金はまちじまい
の費用へと充てられる。

再開発事業などハード整備に
よる空間の再編までの間、暫
定利用としてコンテナのまち
がつないでいき、整備後には
まちじまいされる。

カジノやオリンピック誘致に
力を入れており、更なる集客
の可能性がある。コンテナで
は対応しきれなくなったまち
は建築物のまちへと発展する。

新拠点の創出の提案 現在の人の流れ
デッキのステージ性、既存施設か
らのアクセス性を利用できる。

利活用の要素

固定と移動 オモテとオモテ オモテとウラ

たまり場をつくる

視線だけ通る 積みあげる 通路にする

とじる 屋根をつくる ひらく

■  RULE  ■  END

新たな動線
対象地

現在の動線

マーケット
プレイス

海遊館

梅田スカイビル

黒門市場

戎橋

空間の多様な使い方が可能となる。コンテナ内の空間を利用する。 まちスケールで広がりを持つようになる。

1/200　Ａ-Ａ’ 断面説明図 1/200　Ｂ-Ｂ’ 断面説明図 1/200　Ｃ-Ｃ’ 断面説明図

新たに店舗や管理業務を行うた
め、多くの雇用がうまれる。

海辺の景色を眺める。ディナーや
デートスポットとして利用される。

複数人で宿泊すれば囲まれた空
間はプライベート空間になる。

コンテナ輸送された商品を直接販
売することでコストカット可能。

- ダイレクト販売 - - 近所は変わらない -

コンテナの場所は毎日変わる。お隣さん
は変わってもご近所さんは変わらない。

周辺の既存施設と連携してイベント
を行うことで、相乗効果をもたらす。

- 既存イベントと連携 -

- シーサイド - - グループ宿泊 -

既存デッキでライブやコンサート。
時には海上がライブ会場に。

- ライブ会場 -

コンテナやまちのルールは管理
組織によって管理・運営される。

- 管理組織の立ち上げ -

- 雇用がうまれる -

滞在している外国人同士の情報共有、
また同業他社の交流スペースとなる。

- 交流・意見交換の場 -

昼は飲食、夜は宿泊など用途の異な
るコンテナ利用で稼働率をあげる。

- 時間帯による用途の変化 -

- 文化を習う -

港間のまちの拠点移動

売却による利活用

更新へとつなぐ暫定利用

大阪の更なる発展へ

-ベイエリア内の移動活性 -

書道や華道など外国人訪問者が
日本の文化を観賞・体験できる。

定期的にベイエリアを結ぶ渡船（無
料・有料）で観光地間の移動が可能。

コンテナの広告で企業のみならず、
個人でも宣伝や告知ができる。

- 広告収入 -

自由設置ゾーンシンボルゾーン出店ゾーン

現　在 拡　大広　域
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今の拠点

海遊館

デッキ

マーケットプレイス

行政

出店者

協力者
お金の流れ

管理者

依頼・許可 等

活かされるコンテナのメリット

■行政にとって手間のかかる業務は管理者に一括して依頼
■特産品を海外にアピール、観光地としてコンテナを取り入れるなど PR活動
■受益によってベイエリアの整備促進が可能

■エリアマネジメント組織として一括管理
■店舗やホテルの使用料、広告費によって運営
■コンテナ管理業務、既存施設とイベント企画

■コンテナ使用料 ＋ 収入の一部を管理者に収める
■一時出店者も出店可能
■コンテナは移動できるため、好みの配置で出店可能

■広告出店者
　コンテナに広告を掲載。一定の広告・スポンサー料を支払う

■中古コンテナ販売者
　コンテナの販売から寿命を迎えたコンテナの引き取りを行う

予定地
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社会の変化への対応が求められる中、建築単体で更新が行われても ”まち” を変化させることは困難である。
私たちはコンテナの利点を活かし、時代の変化や需要に対応するコンテナのまちを提案する。

コンテナはまちスケールで展開され、今までのまちとは違った利用の仕方・楽しみ方によって、
ストーリーが生まれる。やがてまちはしまわれるが、様々な形で引き継がれていく。

年度

昔の拠点

1/750　平面ゾーニング図

コンテナをまちスケールで展開する
             「移り変わる時代への対応」と「まちじまい」の提案

宿泊客
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コンテナをまちスケールで展開する
             「移り変わる時代への対応」と「まちじまい」の提案

マーケットプレイス（商業施設）
海遊館

来場者数（千人）

H5H2 H10 H15 H20 H25年度

訪日外国人の中期滞在から、
観光利用の手頃な短期滞在まで対応。

- 様々なニーズへの対応 -

コンテナのまちでは
様々なストーリーが
うまれる

物流拠点から新たな拠点
コンテナをまちのスケールへ

コンテナ配置で
空間・動線を
つくりだす

コンテナを
3つの異なったスケールでみる

委託された管理者の一括管理により
様々な立場の人がまちをつくりあげる

コンテナのまちはしまわれる

多くの観光地が
集まるエリアだが
拠点がない

利活用されていない
かつての物流拠点

ターゲットとなる
「宿泊客」「観光客」
「訪日外国人」

コンテナが
まちの風景をうむ

管理を委託 利益還元

出店料支払 許可・管理

広告料
支払

広告掲載

コンテナ
販売・修理

販売代金・
修理費用

広告
許可

多くの宿泊者に対応するため
効率的にコンテナを配置した宿泊ゾーン
目的が明確なため、駅から離れた位置に設置。

宿泊客や出店者が自由にコンテナ
を配置できる自由設置ゾーン

マーケットプレイスのデッキが
ステージとなるイベントゾーン

大阪市の市章をイメージしたシンボルゾーン
案内所等があり、動線軸の中心に設置する。

船からコンテナをおろし、そのまま
販売するダイレクトゾーン

様々な出店者が店を並べる
出店ゾーン

グループで宿泊した場合、コンテナ
内部はプライベート空間になる

囲われた空間はコンテナ利用者のための空間となる。 コンテナは影をおとし、そこはたまり場となる。

ステージでは日替わりでイベントが
行われ、多くの観覧客が訪れる。

雑貨屋や体験教室、日替わりの個人出店など
が立ち並び、マーケットはまちの軸線となる。

全国

客室稼働率（%）

東京

50.0 54.7 90.2 55.0

82.4 76.7 86.8 75.0

85.0 81.4 84.3 71.6

55.8 29.9 53.1 20.9

80.7 63.5 79.3 56.1

リゾートホテル

シティホテル

ビジネスホテル

簡易宿所

全体

神奈川 大阪


